
様式第２号（第４条関係） ● ４段階評価結果 Ａ ： 上位目的である施策に貢献しているので継続する
Ｂ ： 事務事業の実施手法や環境（予算的・人的）に改善が必要

Ｃ ： 縮小等、事務事業としての見直しが必要

Ｄ ： 事務事業の廃止が相当

１■事務事業の概要

　 部
課

又は施設

②項

対象と
対象の数

２■事務事業実施の状況

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

活動実績
ａ（単位)
直接事業費
ｂ（千円）
人件費
ｃ（千円）

合計コスト
ｄ(ｂ＋ｃ)
（千円）

単位コスト
ｄ／ａ
（千円）

後期目標値
に対する達
成度（％）

３■事務事業の自己評価結果

単年度
担当課評価

ＡＡ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ

　平成２２年度 　平成２３年度 　平成２４年度

Ａ

　平成２５年度 　平成２６年度 　平成２７年度

50.0 50.0 50.0

３－1　評価結果
(アウトカム自己分
析）

　平成１８年度 　平成１９年度 　平成２０年度 　平成２１年度

20２－４成果指標に
対応する実績と達
成度の推移

　平成１８年度 　平成１９年度 　平成２０年度

20.0 20.0 32.0 22.0 42.5

　平成２６年度 　平成２７年度

指標対応実
績（単位)

10 10 16 11 20 20

　平成２１年度 　平成２２年度

17

会員
当たり　71

会員
当たり　70

会員
当たり　125

　平成２３年度 　平成２４年度 　平成２５年度

当たり 当たり

アウトプット実績（活動数値）の補足説明 活動単位：文化の風会員数　自主事業運営費　1,797,449円
人件費　　＠2,900×20Ｈ×12月＝696,000円

1,414 1,398 2,494

会員
当たり  67

696

670 667 1,462 1,446 1,427

614 598

800 800 1,798

670 667 662 646 627

20（人） 20（人） 20（人）

0 0 800 800 800

　平成２３年度 　平成２４年度 　平成２５年度 　平成２６年度 　平成２７年度

10（人） 10（人） 16（人） 11（人） 17（人）

２－３成果指標に
係る活動実績とコ
ストの推移（アウ
トプット分析）

　平成１８年度 　平成１９年度 　平成２０年度 　平成２１年度 　平成２２年度

会員
当たり  66

会員
当たり　91

会員
当たり　131

会員
当たり　84

２－２総合計画に
おける単位施策成
果指標

事務事業成果指標名 前期目標値(単位) 後期目標値(単位) 指標の説明

　文化ボランティア人数 30（人） 40（人）
  文化活動の立案から運営までを市民の代表として携わって頂くことを中心とした組織の立ち上げと、参加ボラ
ンティアの人員を増加することによって、市民ニーズに応じた文化活動の充実を図ることを目標とした。

　22年度末から始めた自主事業開催時におけるお客様からのメッセージボード設置など、独自性のある（アピール性の高い）活動を増やしている。

　22年度末から始めた自主事業開催時におけるお客様からのメッセージボード設置が定着し、出演者が自らのＨＰに掲載するなど会館のイメージ向上にも役立っている。

　メッセージボードとＨＰ掲載でボランティアグループ「文化の風」の活動も定着し、自主活動を増やしている。

１－５事務事業の
内容

  文化の風会員が文化会館が行う自主事業を通じて、より多くの市民に音楽・芸術の愛好者の輪を広げる。具体的には、年度末に会員募集を行い、年４回程度の推進会議を実施する。

２－１事務事業の
実施における基本
認識

事務事業実施にあたって心がけた改善の取組み 社会状況等の事務事業がおかれる環境把握 市民ニーズの認識

コード 4 1 2 1 2

１－４事務事業の
目的の精査

  文化ボランティア＝市民スタッフ組織
（愛称「文化の風」）会員数

意図（対象を事務事業によっ
てどのような状態にするの
か）

  文化会館がより親しみやすい場所となるため、文化事業の企画・運営をサポートする文化ボランティア組織「文化の風」の設立と会員の増加に
より文化活動を充実させる。

コード 4 1 2

「個性ある文化と豊かな人間性を育むまちづくり」 　④単位施策(中）   文化事業・イベントの充実 コード 4 1 2 1

課長補佐兼文化振興係長　水野好江

１－３総合計画に
おける施策の体系

①節
教育文化 　③基本施策   文化・芸術活動

生涯学習の推進 　⑤単位施策(小）   文化ボランティア組織の推進

１－１事務事業の
名称

文化ボランティア組織の推進事業（ボランティア組織運営・支援事業）

１－２担当 教育部 文化会館 係 文化振興係 評価票作成者



４■新規事業

５■事務事業の総合評価結果

６■次年度事業への反映

事務事業の方向性
内容 Ｂ 改善 文化会館での自主事業への積極的参加を勧めていくとともにボランティアの増員に努める。また、ボランティア「文化の風」企画・運営の事業を充実させることにより、公にはない市民目線での文

化事業展開ができる組織としての育成し、自主的に活動できる組織となることを目標に支援していく。

文化会館自主事業への運営協力、自主事業の推進に併せて、自主事業への提案。

総合評価の結果
結果 審査会による改善方向の指示

平成25年度 Ａ 　周知等によるボランティアの増員に努めるとともに、ボランティアによる自主事業を充実させることにより、魅力ある文化事業となるよう支援すること。

課題に対する改善策 ホームページやチラシ作成･配布してボランティアスタッフの増員を目指す。また、鑑賞型事業だけでなく、ワークショップなどの体験型事業や参加型事業の展開を検討する。

事務事業の目的達成のためにできる新たな取組み
（可能な限り協働の視点重視）

文化ボランティアの推進のため、「文化の風」会員数の増加を指標（目標）としているが、文化事業･イベントの充実が本来の目的である。目的意識を持った魅力ある事業を行
うことによって、「手伝いたい」「協力したい」と考えていただけるような魅力ある事業を展開していきたい。

新規事業

協働者となり得る主体・協働し担う役割

市 目的に合わせた事業の選定・企画の検討・実施

ＮＰＯ・市民団体

現状・課題

事業実施により効果があったこと 市民がスタッフとして主体的に会館施策に参画することによって、文化振興事業への理解を深めることができ、市民の手作りによる文化事業の推進を図ることができました。

事業実施における課題
運営スタッフ（会員）としての登録人数が伸びないため、新たな人材や協力者の発掘が必要と思われる。また、行政との連携によらない自主事業の開催など、自立した活動が
行えるような団体として育成したいと考えている。

（　　　　　　　　　　）

他団体等と協働し行った事業内容・
各々が担った役割

市
文化会館基本計画に基づき、鑑賞型事業及び市民参加型事業などの多彩なプログラムを編成し、高度な音楽や芸術に触れる機会を創設することにより、市
民の心に夢や感動を提供する企画し、市民が文化活動を楽しみ、感動を胸中できる事業を、委託等により実施しました。

ＮＰＯ・市民団体 文化会館自主事業のチケット販売や当日運営に協力すると共に、年1回の自主事業の企画･運営を実施しました。

３－２ 他団体等との協働の有無・協働主体 市民（個人・家庭） ＮＰＯ・市民団体 区・町内会 企業・農協・商工会 学校 国・県・市町 その他 なし


